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岡山県立倉敷まきび支援学校

NPO法人 支援機器普及促進協会 
理事長　　高松　崇



Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気で
す）の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　高等部3年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




① 
カメラの使い方、簡単授業活用、テレビに拡大提示



基本操作（ピント＆露出調整）

シャッターを切った前後の 1.5 秒ずつの映像を記録します。

タイマー　３，１０秒が選択できます。

前後のカメラを切り替えます。

写真を取るとき⇒

ピントと露出を合わせたい場所を
軽くタップします。

黄色い枠が表示されている時に
画面を上下になぞる事で
露出を調整できます。
屋外での撮影時には必須です。



基本操作（パノラマ）

写真を取るとき⇒

白い矢印を出来るだけ線にそって
動かしてください



ミラーリング



②AirDrop(共有)の準備

Wi-Fi

Bluetooth　をON

AirDrop　をすべての人に設定



トリックアートに挑戦！



② 
様々な動画の撮影、タイムラプス、スロー



タイムラプス



スロー



③ 
入力の方法、音声入力、Siri、キーボードの追加



①設定⇒一般⇒キーボード⇒音声入力



音声入力の使い方

①インターネット接続時しか利用できません
②キーボードを日本語利用の状態にしておかないと
　日本語音声入力は出来ません
③英語での音声入力時には、キーボードを英語に
　しておきます

④完了したら、  をタップします。

便利な使い方（代表的なもの）！！ 

【、】（読点）・・・てん 
【。】（句点）・・・まる 
【改行】・・・かいぎょう 
【「」】・・・かぎかっこ/かぎかっことじる 
【/】（スラッシュ）・・・すらっしゅ 
【 】（スペース）・・・たぶきー



①設定⇒Siriと検索⇒ホームボタンを押してSiriを使用

Hey Siriを聞き取るをオンにしておけば
IPADを触ることなく、Siriを起動できます



Siriの便利な活用法

①アラームを鳴らす


　「３分後にタイマー」「明日７時に起こして」

②インターネットで調べ物


　「今日の天気は」「インターネットでクラゲの画像
を検索して」

③経路を探す


　「コンビニを探して」「最寄り駅に行きたい」

④家族に連絡


　「お母さんに電話」「○○くんにすぐ行きますとメー
ル」




Siriの便利な活用法

⑤流れている音楽の曲名を教えてもらう


　「この曲は何」

⑥予定をリマインドする


　「９時に電話とリマインドする」

⑦アプリを起動


　「Google翻訳を起動」


⑧計算をする


　「1,500÷５は」


⑨スケジュールに登録


　「明日16時から会議と登録」



④ 
画像の編集、簡単授業活用



マークアップ



マークアップ（操作パネル）

ペン

マーカー

鉛筆

消しゴム

投げ縄
範囲選択

定規
直線を引く

カラーパレット

その他ツール

設定



マークアップ（その他ツール）

テキスト入力

虫めがね

図形



拡大鏡



⑤ 
動画の編集、簡単授業活用



②画像の回転・反転

画像が90度ごとに回転します



Clips



動画編集の初画面

編集作業を終了

AR空間

縦横比

カメラエフェクト

ミー文字

BGM

フラッシュ

静止画シャッター

前後カメラ切替

長多し中動画撮影

アルバムより選択

フィルタ

ライブタイトル

シーン

テキスト

ステッカー



教材作成・提示  
Point： 

スキャナーは用途に応じて選択 
ちょっとした工夫で分かりやすい視覚提示 
百聞は一見にしかず　動画・画像の編集は簡単 

個に合わせた教材作成



マルチメディア教材の簡単作成

画像・動画入りデジタル書籍を簡単作成



アナログとデジタルの架け橋（Scannerアプリ）

デジタル書籍を簡単作成



アナログとデジタルの架け橋（Scannerアプリ）

デジタル書籍を簡単作成



電子書籍 閲覧

絵本など見開きモードでの閲覧が可能



分かりやすい動画の提供

音声のピッチを変えることなく、スロー再生が可能　楽器の練習には最適



比較提示すれば理解しやすい

客観的ではなく、相対的に気づく仕組み



授業支援
Point： 

ワンポイントでの活用が基本 
すべてをICTに変更することはしない！ 

集中度を高める工夫



授業にアクセントを！

聴覚でのちょっとしたフォローで集中力アップ！



授業にアクセントを！

順番決め　あたり・はずれ　を顔認証で簡単作成



授業にアクセントを！

順番決めを顔認証で簡単作成



視覚支援は基本！

ビジュアルタイマーとアラーム音の組み合わせがポイント



授業の振り返りに

授業の振り返りや暗記シートとして



児童・生徒が使う 
AT(支援機器）・教材…



自己肯定感の向上
Point： 

指一本で出来るハイクオリティ 
他者に評価される場を設定する 
やりたい！　言いたい！との連携



クレイアニメの作成

共同作業　思いを伝える



自分の書いた絵でアニメーションの作成

共同作業　思いを伝える



オリジナル動画の作成

予告編で簡単作成



オリジナルイラストの作成

アナログよりも作りやすいかも



学ぶことは楽しいが基本

Point： 
ワンポイントでの活用 

子供と教員のねらいをずらす



AIの活用・体験

社会の学習にも使えます



AR（拡張現実）の活用・体験

苦手な事もゴールを変えるとやってみたくなる



AR（拡張現実）の活用・体験

GPS・ジェイロセンサーなど高度は仕組みで簡単操作



興味関心に合わせたジグゾーパズル

オリジナルパズルを作る作業の学習で



伝える

Point： 
視覚情報を聴覚情報へ変換 
支援者がいなくても読める



絵と物が一致ない最初の段階での利用 
教室や家の中で欲しいものを選択

VOCA



コミュニケーションだけでなく、学習、音楽プレーヤなどとしても使用可

VOCA



無料版ではオススメ！！

VOCA



VOCA

無料版ではオススメ！！



PECSにはフェーズ３，４のアプリがあります

VOCA



VOCA

文字が読めるようになれば、まずは定型文から



VOCA

最終的には、文字入力でのフリーな会話



読む

Point： 
視覚情報を聴覚情報へ変換 
支援者がいなくても読める



音声読上(スピーチ)

テキストデータはどのアプリでも利用可



デイジー図書

ハイライト表示しながら、音声読上げ



デイジー図書を作成

ハイライト表示しながら、音声読上げ



読上げ教材を作成

ハイライト表示しながら、音声読上げ



自動ルビ振り

スキャンしたPDFファイルに自動でルビ振り



自動ルビ振り

文章に自動ルビ振り（学年も選択できます）



全文ひらがな、ルビ振りが選択可

自動ルビ振り



外国語も怖くない！？

画像の文字、会話、手書き入力、声での翻訳可



外国語も怖くない！？



書く

Point： 
利用者にあった入力方法を提供する 

音声入力は有効



音声入力

一般⇒キーボード⇒音声入力 on 
これからの入力手段としては優位性　大



　mazec手書き（アプリ）

ペンシルの利用が望ましい 
日本語キーボードの次の段階で利用



手書認識

どのくらい綺麗に書けば読めるのか 
一定のゴールを示す



こどもキーボード

ひらがなが定着していない子供向け



キーボード分割

フリック入力 
手の可動域が小さい場合有効



デジタルノートの定番

手書き文字をテキスト変換も可能　画像も挿入できます



画像にテキスト書込

撮影した文書のテキスト入力・手書き入力が可



画像にテキスト書込

撮影した文書の縦書きテキスト入力が可



計算する

Point： 
利用者にあった計算方法を提供する 

知的レベルを考慮する



手書き電卓

知的レベルに合わせた電卓の選択



過程を見える電卓

知的レベルに合わせた電卓の選択



筆算のデジタル化

手書きでは筆算が難しい　電卓機能は無し



記憶する

Point： 
利用者にあった記憶方法を提供する 

視覚・聴覚



カメラ

画像で保存



個の特性に応じて記憶

画像・音声　優位性のある手段で記録



推測する
Point： 

思考の見える化 
作業・手順の見える化 



思考の見える化

作文・プレゼン、などの準備で視覚化



思いを伝える

子供向けのプレゼンツール　他にも「ロイロノート」が有名



行動する
Point： 

動画・音声・アラームなどの活用 
手順書 

スケジュール 



身辺自立や作業学習に動画活用

個に応じて必要な動画をセットします　スロー再生も可能



見通し・構造化

簡単な作業手順の練習に、スモールステップで



見通し・構造化

ICT機器ならではの動画、音声、アラームなどを有効活用



まとめ



タブレット端末の良さ 

ICT機器の苦手な人こそが 
出来なかった事を可能にする



タブレット活用のポイント 

目的（ねらい）を明確に 
アプリ作成者の意図通りに使わない 
ドリル学習よりも、総合的な学習として 
シンプルに使う 
T2,T3とならないように 
タブレットの特性を活かす 
・・・



学校で使うという必然性 

複数人で使う 
思いを発表する 

コニュニケーションツール 
練習ができる 
協同学習 
自主的な活動 
主体的な活動 
・・・



参考書籍































マジカルトイボックス




「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー)

国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。


https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



http://npo-atds.org


https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi
http://npo-atds.org



